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社会科って， 楽しいな！
問題を自ら解決し，社会を創造していく 力を育成する『小学社会』の特色

問題解決的な学習の
進め方が身につきます

公民的資質の基礎を培い
社会参画への意欲を高めます

知識や技能の確かな習得のもと
に思考力・表現力を育みます

すべての子どもの
学びを支えます

特色

1
特色

3
特色

2
特色

4

身近な社会的事象との関わりの中から子どもたち
が自ら問題を見いだし，その解決に向けて考え合
い，表現し合いながら主体的に追究していくことが
できる構成・展開にしています。

文化財や文化遺産，先人の活躍に関わる内容を豊富に紹介
し，それらを手がかりにして日本とその文化に対する理解を
深め，愛情を育むことができるようにしました。

問題の解決に向けた追究を進めていくうえで必要となる基
礎的・基本的な知識や技能を明確にし，子ども自身がそ
れらを確かめ・整理しながら身につけていくことができる
ようにしました。

だれもが読みやすく，学びやすい教科書にするた
めに，紙面のデザインや色づかいを工夫しました。
教科書の使い方もわかりやすく示しています。

子どもたちが意欲を高めながら学習問題を追究し
ていけるように，魅力的で価値のある導入教材を
掲載しました。

自分たちの「これから」について考え合う活動を通して，社
会の変化に向き合い，主体的に参画していく力を育成します。必要な情報を集めたり，的確に読み取り解釈したり，効果

的に表現したりする技能を，ステップアップを考慮しながら
わかりやすく説明しています。

地図やグラフなどの資料は，色覚の特性に配慮
した「カラーユニバーサルデザイン」にもとづく
配色と表現を採用しています。

地域や指導の実情に応じて，より適した教材を
選択して活用することができるようにしています。

追究の過程で子どもたちを適切に支援する技能や
知識，設問などを配置し，より豊かで確実な学習
成果に結びつけられるようにしました。

社会の成り立ちや人々の努力について理解を深め，「持続可
能な社会」の実現に向けて考え，行動していくうえでの基礎
を培うことができるようにしました。

多様な表現活動を通して学んだことを共有化しながら，さ
らに思考を深めることができるようにしています。
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教科書とは，生涯にわ

たって新しい知識や技能

を創造し続けていく力の

基礎を養うためのもので

す。したがって，教科書

をしっかりと活用して学

習することが大切です。

私たちを取り巻く社会の

仕組みは，実に複雑です。

このような社会を自分の

問題として捉え進んで考

えていきたくなるような，

学び甲斐のある新しい教

科書を編修しました。

東北福祉大学特任教授 一橋大学名誉教授
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編集の基本方針

特色1  問題解決的な学習の進め方が身につく
特色2  知識や技能の確かな習得のもとに思考力・表現力を育む
特色3  公民的資質の基礎を培い、社会参画への意欲を高める
特色4  すべての子どもの学びを支える

人間が尊重される平和な社会／公正で公平な社会／文化的な多様性を
尊重する社会／将来世代に配慮する社会／生態系に配慮する社会

◆持続可能な社会めざす
社会像

◆知識基盤社会において必要な幅広い知識と
　柔軟な思考力をもち，自ら問題を解決しながら，
　よりよく生きていこうとする子ども。

◆多様な文化・価値を受容し，持続可能な社会の創造に
　向けて，他の人 と々協調しながら行動しようとする子ども。

めざす
子ども像

◆地域と国土のすがた，社会を成り立たせているしくみと
　その来歴を，そこに生きる人々に共感しながら，
　確かにとらえることのできる教科書。

◆問題の解決に向けた主体的な追究や学び合いに
　効果的に活用することのできる教科書。

教科書の
編集方針
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問題解決的な学習の
進め方が身につきます

問題解決的な学習の進め方をわかりやすく例示 一貫した追究を支える「問い」

特 色

1 教科書を活用して，問題解決的な学習の進め方を効果的に身につけながら，
学び合いの中で考える力や表現する力を育んでいきます。

1 2

単元を貫く「問い」を確かめる
ことができます。

●学んでいこう

何を追究していくのか，学習の
ねらいを明確に示しました。

●本時の問い

小単元を通して追究していく
「問い」を明確に示しました。

●学習問題

子どもたちが自ら問題を見いだし，解決に向けて考え合い，表現し合いなが
ら追究していく過程をわかりやすく示しています。くり返し立ち返って活用する
ことで，学習の進め方を身につけることができます。

●学習問題をつくり，学習の見通しを立てよう

問題解決的な学習の過程を示しています

考え合い，表現し合う子どもたちのすがたを，
学習の各過程で例示しました。

考え合い，表現し合う学習活動の
ポイントを示しました。

学習問題

▼3・4下  p.8-9

3・4上  p.10-11

5上  p.21-22

6上  p.12-13 

▲3・4下  p.5

▲

3・4下 p.10

各学年の掲載ページ
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問題解決的な学習の進め方が身につきます特色 1

▲3・4下  p.40-41　給食の残りは，どこへ行くのだろう？

▲3・4下p.6 グラフを読み取って考えよう

▲3・4下p.11

▲3・4下p.20-21　火災が広がるのをどうやって防ぐのだろう？▲5上  p.108-109　食料生産では，さまざまな工業 製品が使われていたね。

▲

3・4下  p.19

関心や意欲を喚起し，問題意識を引き出す導入教材

追究の過程を，わかりやすく，ていねいに支援

3

4

身近なできごとから，社会的事象に目を向けていく問いを引き出します。

●日常の体験に関わる話題から導入

大切な学習技能を確認・習得しながら，追究を進め
ていけるようにしています。 ▲

特色2-❺を参照

●学びのてびき
ポイントとなることばや概念を「キーワード」とし
て明示し，追究を促します。 ▲

特色2-❶を参照

●キーワード
学習問題の追究を通してわ
かったことを，自分のことばで
表現します。 ▲

特色2-❷を参照

●まとめる

ら新たな問いを引き出します。これまで学習したこととの関わりか

●既習の内容との関わりか ら導入
インパクトあるイラストの読み取りを通して，関心や疑問を引き出します。

●ワイドで精緻なイラストの読み取りから導入
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学習を通してわかったことを
短文で表現するよう促す設問
「キーワード」を生かして論述
するよう指導することもできます。

書き出しの文や例文
表現力の育成を支援します。

知識や技能の確かな習得の
思考力・表現力を育みます

もとに 問題の解決に向けた追究を進めていくうえで不可欠の基礎的・基本
的な知識や技能を，わかりやすく示しました。知識の整理と定着を確
実に図るとともに，必要な情報を集め，的確に読み取り解釈する力や，
自分の考えを表現する力を育てます。

▲5上p.116

問題解決に必要な知識を示した「キーワード」1

▼

3・4下  p.37 ▲6上  p.25
▲ 5上  p.102-103

▲ 5上  p.131

学習をふり返り整理・表現する「まとめる」2

特 色

2

学習の中で特に大切なことばを
「キーワード」として明示しました。

●キーワード
基礎的・基本的な知識の整
理や定着を図り，それらを活
用して，わかったことや考えた
ことを自分のことばで表現す
ることを促します。

●まとめる

「キーワード」は原則として
本文に位置づいています。

内実豊かな言語活動を進めるための
手順や留意点を，具体的に示しました。

難しい語句には「解説」を付し，
理解を深められるようにしています。

小単元の学習をふり返る
「キーワード」の一覧

知識の整理や
定着を図る設問

学習の流れにそくした表現活動を通して知識や技能を活用していきます。

●資料を示して
　発表し合う

●新聞に表現して考え合う
　 ▲

特色3-❷を参照

●「人物の木」にまとめる

目的に応じた効果的な表現の手法を
例示しました。

言語活動を通した「思考の深まり」や
「思考の変容」を，子どもの発言例と
して示しました。

考え合い，表現し合う
活動を多様に例示

3
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知識や技能の確かな習得のもとに思考力・判断力を育みます特色2

▼3・4上  p.122-123

【
グ
ラ
フ
に
関
す
る
技
能
の
系
統
】

【
地
図
に
関
す
る
技
能
の
系
統
】

▲3・4上  p.23

▲３・４下p.61 ▲５上p.68

▲5上  p.75

▲3・4下p.111

▲

3・4下p.153

▼3・4上  p.126-127 ▼3・4上  p.128-129 ▼3・4上  p.130-131

社会科の学び方の基礎・基本を学ぶ「わくわく！  社　会科ガイド」4

問題解決に必要な技能を解説した「学びのてびき」 学習の整理に役立つ「さくいん」5 6

▲6上  p.148

キーワードは太字で示しました。

人物にはマークを付して示しました。

子どもたちが社会科と初めて出会う3・4年には，学び方の基礎・基本についてガイ
ドする特設ページを設けました。地域副読本で学習する際に併用しやすい内容です。

各巻末に「さくいん」を掲載しました。学習のふり返りや整理などに活用
できます。3・4上下は「キーワード」の一覧のかたちで掲載しています。

調べる計画の立て方，調べ方，資料の活用のしかた，表現のしかたなど，問題の解決に向けた追究に
必要な技能について，ステップ・アップを考慮し，わかりやすく解説しました。

●調べる

▲３・４上p.53

●グラフの初歩をつかむ

●記録する ●表現し合う ●地図を生かす

●二つのグラフの関連を考える ●変化をくわしく読み取る

●読み取り方の基礎をとらえる ●等高線や縮尺を活用する ●主題地図を読み取る
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伝統や文化を理解し，尊重する態度を育む教材 地域や社会，暮らしのこれからを
考え合い，表現し合う「深める」

特 色

3
歴史や社会との関わりを意識し，多面的・多角的に考えることができる力の育成
をめざしました。よりよい地域・社会の創造に主体的に参画していこうとする意
識・態度の涵養に資する工夫をしました。

1 2

▲3・4上p.105

▼6上  p.47

▲ 3・4下p.36-37
地域の安全のこれからを考えよう

▲６下p.36-37　政治への参加について話し合おう

我が国の伝統や文化，それらの継承に努める人々を多様な事例で紹介しました。
日本の伝統や文化に対する理解を深め，愛情や誇りの涵養を図ることができます。 自分たちの暮らしの「これから」について，さらに考えを深めていく活動を位置づけました。

地域や社会について主体的に考え，参画していく力の基礎を養います。

3・4年では発信型の表現
活動を重視しました。

既習の知識
の活用を促
す発言例

習得した知識の活
用を促し，思考に
深まりをもたらす効
果的な資料

社会参画に向けて追究を続け
ていこうとする意識の高まりを
示した発言例

考えを深めていく
際の観点を例示

▼

5下  p.62-63

日本の世界遺産

中尊寺金色堂の修復
震災からの復興に取り組む人々の心を結ぶ
地域の祭り（岩手県陸前高田市・けんか七夕）

公民的資質の基礎を培い，
社会参画への意欲を高めま す
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公民的資質の基礎を培い，社会参画への意欲を高めます特色3

社会を支えている人々の姿から学ぶ

防災に関わる内容の充実

4

5

社会で働く人々への共感的な理解と，社会参画に向けた意識や態度の涵養を図ります。

社会の減災化や身の安全の確保，災害からの復興について，
自分自身の問題として考えることのできる内容を，各学年に位置づけました。

社会を支える人々の姿を，そ
の思いにも触れながら臨場
感豊かに紹介します。

●○○さんの話

キャリア教育としての位
置づけも与えています。

▼3・4下  p.23　
消防局の山岳救助隊員の話

「持続可能な社会」について理解を深め，
考える教材を多面的に紹介

3

地球規模で考え，地域から行動していくうえでの基礎を培うことができるようにしました。

● 6下は，全体を通して「持続
可能な社会」の視点から編集し
ました。

▲

6年の特色を参照  

▲5下  p.30-31

感性に効果的に訴えるワイドな写真
から，問題意識を引き出します。

▼ 6下  p.70-71

地球的課題としての環境問題について，
豊富な資料をもとに理解を深めます。

▲5下  p.40-47

「自然災害の防止」の単元は，東日本大震
災の教訓から学ぶ内容などを加えてリニュー
アルしました。同時にボリュームアップを図り，
豊富な資料から学べるようにしています。

▼6下  p.18-25

災害復旧と政治のはたら
きの関わりを，岩手県釜石
市の復旧・復興の過程を
通して学びます。

▼ 3・4下  p.30-35

協力して災害に備
える地域の取り組
みを調べます。

▲ 6上  p.116

災害からの復興
に尽力した先人
のはたらきから
学びます。
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すべての子どもの
学びを支えます

「教科書の使い方」を解説するペー
ジを設け，各ページやコーナーの役
割や活用のしかたを示しました。

●わかりやすくする工夫

折り返しの多い文章は，読みや
すさを考慮して改行しています。

● 読みやすくする工夫

資料のネームにカタカナの記号を付しま
した。どの資料に注目すればよいのかを，
簡潔に指示することができます。

地域や指導の実情に応じて，より適した教材を選んで活用することができるようにしました。

● 注目させる工夫
学習指導要領で，選択して取りあげること
とされている内容を，複数の中から選んで
学ぶことができます。

●せんたく

意欲や関心に応じて，さらに広く，深く学習する
ときに活用することができます。

●もっと知りたい

色覚特性の如何を問わず，区別
がつきやすい配色にしています。

文字と資料の間隔を十分にとり，
落ちついた色づかいにすることで，
見やすさに配慮しています。

色だけでなく形からも区別すること
ができるように工夫しています。

コーナーの種類を
整理・精選しました。

安定的でパターン化された
紙面レイアウトにしました。

選択して学習するページであることと選択のしかたを，
わかりやすく示しています。

※すべての子どもが一律に学習するものではありません。

3・4上下には，毎時の学習の内容と
順序を３段階で簡潔に示しました。子
どもが見通しをもって学習にのぞむこ
とができます。

図版中のふりがなには，濁点と半濁
点の区別がつきやすい「ユニバーサ
ルフォント」を使用しています。

ば ば

特 色

4
発達において特別な教育的ニーズのある
子どもにも学びやすい紙面

多様な学びを可能にする豊富な教材

色覚の特性に配慮した
カラーユニバーサルデザインにもとづく配色

1

2

ふつうのフォント ユニバーサルフォント

▼5上  p.38-39

▼3・4下  p.2-3

▼3・4  上p.44-45

▲5上  p.143

▼3・4下p.134-135

▼

6上 
　p.29（部分）

▼ 3・4上  p.28-29

3
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3・4年の特色

対比

対比

3・4下p.21　火災現場と消火活動の様子
3・4下p.62-63　水が送られてくる道

子どもたちを魅力あふれる社会科
の世界へといざないます。生活科
での「点」と「線」の学習を，
「面」へと広げていきます。

● 社会科への期待感を高める
　導入部の「鳥瞰図」

▼

3・4上  p.4-5

●ノートの
　書き方

▼ 3・4上  p.127

●付
ふ

箋
せ ん

を活用した問題の整理

▲3・4下 p.89

リアルなイラストは，昔の暮らしの様子を，
そこに生きた人々の息づかいと共に伝えます。

● 昔の暮らしにタイムスリップ！
　「昔の農家のくらしの様子」

▼

3・4上  p.107

消費者のニーズの多様性や，販売の様々
な工夫を読み取ることのできる，精緻なイ
ラストです。見学活動の前後に活用する
ことで，学習の目的やまとめの観点がより
明確になります。

● 読み取る要素を豊富に盛り込んだ
　「スーパーマーケットの様子」

▼ 3・4上  p.57

▲ ▼ 3・4上  22-25　学区の様子

▼

3・4上  36-37　
海に面した所

興味や関心を喚起し，
考える力を育む
ワイドなイラスト

ていねいで充実した
学習に役立つ
「学び方」

地図への理解を効果的に
促す航空写真との対比1

3

2
社会科と初めて出会う3・4年には，社会的事象への
興味や関心を喚起し，副読本を使った学習にも活用
することのできるワイドなイラストの数々を掲載しまし
た。楽しく学びながら，資料の読み取り方や考える力
を身につけていきます。

「学びのてびき」 ▲ 特色2-❺を参照  や「わくわく！社会科
ガイド」 ▲ 特色2-❹を参照  のほか，随所で，学習方法や
作例を示しています。副読本を使った学習にも効果的
に活用することができます。

地図と航空写真とを対比させながら読み取る
場面を，適宜設けました。「地図は上空から見
た土地の様子を図に表したもの」という理解を
効果的に促します。

ほかに
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5年の特色

●自然条件から見て特色ある地域

▲5上  p.23

学習指導要領で選択して取りあげることとされ
ている内容を，複数，扱っています。それらの
内容をもとに，地域の実情に応じて学ぶことが
できます。

自分たちの住む地域の気候や高さを書き込む作業ページを，折込に設けました。
この折込を開いたままページをめくると，調べる地域の気候や高さと比較しながら学ぶことができます。
比較することでそれぞれの「特色」についての理解が効果的に深まります。

地域の実情に応じて
選んで学べる
「せんたく」

比較しながら学べる
「自然条件から見て特色ある地域」1 2

指導要領に示された選択の趣旨を，
わかりやすく示しました。

自分たちの住む地域の気温と降水量を書き込む。

自分たちの住む地域の土地の高さを書き込む。

▲5上  p.24-29　あたたかい地域の暮らし

▲5上  p.38-43　寒い地域の暮らし

▲5上  p.30-35　高い土地の暮らし

▲5上  p.44-49 低い土地の暮らし

食料生産

情報ネットワークの
有効な活用

水産業のさかんな地域 ▼ 5上  p.74-87

野菜づくりのさかんな地域 ▼ 5上  p.90-93

果物づくりのさかんな地域 ▼ 5上  p.94

肉牛飼育のさかんな地域 ▼ 5上  p.95

教育・医療 ▼ 5下  p.12-17

福祉 ▼ 5下  p.20

防災 ▼ 5下  p.21

▲5上  p.21　折込 ▲5上  p.24-25　見開き

▲5上  p.21　折込

▼5上  p.30-31　見開き

選択

選択

比較→特色

比較→特色

比較→特色

寒

高

低

暖

ほかに
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5年の特色

日本の産業の特色についての理解を深め，その未来を前向きに考えていこうとする意識が涵養される
ようにしました。安全性や品質の向上，アイデアの追求，生産過程における環境負荷軽減など「高
付加価値化」に取り組む生産者の努力を積極的に紹介しています。

これからの社会を生きていくうえで知っておくべき，
新しい重要なできごとを紹介しています。

日本の産業の未来を前向きに考える
「食料生産」「工業生産」

社会の「いま」をとらえ
「これから」を考える新しい資料

3

5

● 外国産米との競争に負けない
　生産者の取り組みと思い

●技術とアイデアを生かした
　ものづくり

●えさを工夫したかんぱちの養殖

●様々な豊かさを提供する工業

▲5上  p.70

▼ 5上  p.85

▲5上  p.152-153▲5上  p.148-151

医療の事例で追究する
「情報ネットワークの
有効な活用」

4
子どもに身近な「教育」（公共図書館）の事例か
ら導入し，情報ネットワーク化の進展・定着が顕
著な「医療」の事例を中心に位置づけました。わ
かりやすい資料をもとに，問題解決的に追究してい
くことができます。

ネットワークのしくみを
わかりやすく図示　
学習がしくみの理解に終始
してしまうことのないよう，
イラストも用いてわかりや
すく示しました。

過去と今を
比較する視点
どのように便利になった
のかがわかります。

● 情報ネットワーク
　を活用する医療

▼ 5下   p.14-15

▼ 5上  p.12-13
日本の領土を
めぐるできごと

▲5上p.140 貿易のあり方をめぐる様々な考え方

▲5下  p.40　東日本大震災の教訓から学ぶ

▲5上  p.141　海外現地生産を
めぐるリスクの問題

▼5下  p.8-9　
自然災害とメディアの役割

22 23



6年の特色

じっくりと読み取ったり比較したり
することで，時代の変化や特色に
対する追究意識が高まります。

問題解決的な
歴史学習を支える
絵画資料

1

▼6上  p.10-11　
米づくりが広まったころの様子

▼6上  p.38-39　武士の館

▲ 6上  p.54-55　
長篠の戦い

▲ 6上  p.24-25　歴史上の人物について調べ，表現する

▲ 6上  p.63　歴史上の人物の事績をふり返り整理する

資料の読み取り方や
考える観点を示しました。

人物や文化遺産に
重点を置いた歴史学習2

時代を代表する人物や文化遺産について
調べたり考えたりしながら，歴史への理解を
深めます。

▲ 6上  p.63 人物の事績を調べノートにまとめる

24 25



6年の特色

「持続可能な社会」のあり方について考えながら，政治の働きや世界の中の日本の役割を
学習していくことで，よりよい社会の創造に参画していく意識を高めます。

小学校での学習をふり返りながら，中学校で学んでいきた
いことを「宣言文」にまとめる表現活動を例示しました。
社会に目を向け，自らも積極的に参画していこうとする意識
を，中学校へと接続していきます。

「持続可能な社会」を軸に構成した
政治単元・国際単元

中学校への接続を
考慮した表現活動3 4

少子化・高齢化の問題から導入し，
暮らしと政治の関わりについて考えていきます。

● 暮らしの中の政治
外国の人の暮らしについて調べること　  を通して，
文化の多様性を理解し，尊重する態　  度を育てます。

●イスラム教とともにある暮　 らし

●将来に向けて自分たちができることを考えよう

人々の暮らしの基盤を整えることを通　 して命を守り，平和な社会をめざして
いる中村哲さんの取り組みから，国際　 協力のあり方について考えます。

●世界の人々とともに生きる
小学校段階の基礎的・基本的な知識や概念の整理・定着を図
ることは，中学校への接続という観点からも大切です。

●まとめる

スマートコミュニティをめざす岩手県釜石市の復興に向けた
取り組みから，新しいまちづくりのあり方について考えます。

● 災害からわたしたちを守る政治

▲6下  p.2-3 ▲6下  p.54-57

▲6下  p.78-79

▲6下  p.17

▲6下  p.62-65

▲ 6下  p.24

▲

特色2-❷を参照
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鎌田和宏 帝京大学教授

釜田　聡 上越教育大学教授

栗原　清 学習院初等科教諭

小池和男 帝京科学大学教授    
小林宏己 早稲田大学教育・総合科学学術院教授

齊藤涼子 東京都江戸川区立西小松川小学校校長

坂井誠亮 北海道教育大学准教授

坂本正彦 東京都世田谷区立経堂小学校校長

櫻井眞治 東京学芸大学准教授

重松克也 横浜国立大学教授

溜池善裕 宇都宮大学教授

土屋直人 岩手大学准教授

恒吉僚子 東京大学大学院教授

寺崎千秋 元東京都練馬区立光和小学校校長

寺本　潔 玉川大学教授

長尾彰夫 前大阪教育大学学長

中妻雅彦 愛知教育大学教職大学院教授

中嶋　太 東京都青梅市立第一小学校副校長

中村昌子 東京学芸大学附属大泉小学校主幹教諭

波　　巌 東京学芸大学非常勤講師

伏木久始 信州大学教授

堀　　新 共立女子大学教授

堀竹　充 東京都新宿区立早稲田小学校校長
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藪田　貫 関西大学教授

山下真一 筑波大学附属小学校教諭

教育出版株式会社　編集局

授業をより深める「研究編」

授業ですぐに役立つ「授業編」

教科書の縮刷と対照しながら，各時間の学習活動の流れや，適切な発問，指導の例が，ひと目
でわかるように構成しています。

各時間の指導案を拡大させ，子どもの意識の流れや反応にそくして，学習活動の展開例，指導
の留意点，評価の観点を一覧できるようにしています。

教師用指導書には，ワークシートや評価問題を収録した「授業に使えるCD-ROM」を添付して
います。また，別冊として，カリキュラムや評価資料作成の手引きとなる『学習指導計画』，地域
教材開発を支援する『事例実践集』を刊行しています。
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